















































られた Ⅹ の姿 に焦点があて られ｣､後者は Ⅹ
DANSの ｢フィルターを通 して Yの一つの側面
が浮き彫 りにされる｣という｡この発表にはなぜ
か文学を専門にしている知 り合いも来ていた｡自
分の専門の方の発表よりもこちらのほうが分かり
易 くておもしろいからだそうだ｡
④ ≪Surl■originedelalanguefrancaise:1e
PrinceoulePoete?≫
一一BernardCerguiglini(InstitutNational
delaLangueFrancaise)
講演者は､日本で言うと国立国語研究所にあた
るような機関の所長であり､専門は中世フランス
語だが､チョムスキーの著作を仏訳 したこともあ
るという人である｡講演は､現代の標準フランス
語の起源であるとされる francienが､実は存在
しなかったのではないかと主張するものだった｡
francienは､諸王がいたパリ付近で1200年頃に話
されていた言葉とされているが､その書かれたも
のとしての記録は存在せず､19世紀頃に思想､政
治的な思惑によりその架空の存在が語られたので
はないかという｡1200年頃のパリ周辺では実際に
はピカルディー方言が使われていたのではないか
と講演者はみている｡
これらの発表を聞いた後､事務的な報告が行わ
れる総会に出て､今回の私の出張は終わった｡秋
晴れに恵まれ幸運だった｡
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